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Ⅰ .　は　じ　め　に
　「幼児体育Ｉ・Ⅱ」は，教育職員免許法施行規則に定める科目区分等では体育にあたり，安田
女子短期大学保育科（以下，当科）では，1 年次前期および後期にそれぞれ 30 時間 1 単位で開
























































　4 件法で問うている設問項目について，第 4 項目から第 15 項目について授業実施前後で比較
したところ，第 6 項目（子ども一緒に活動することが楽しみだ )，第 14 項目（現場に行くとい
う心構えが出来ている）および第 15 項目 ( 大学での授業が現場でどのように応用されているか
知りたい）では，有意な変化は認められなかった（順に P=0.068, P=0.18, P=0.881）。第 4 項目，
第 5 項目および第 7 から第 13 項目では，全項目について有意な変化が認められた（全て P ＜
0.01）｡ しかし，第 9 項目では負の順位が 74 例，正の順位が 10 例，同順位が 63 例であり，同様
に第 10 項目では，負の順位が 99 例，正の順位が 8 例，同順位が 38 例でありネガティブな結果
であった。具体的な変化を図 3 から図 10 へ示した。次に，授業実施後のアンケートについて，
指導者役の実施と 4 件法で問うている設問項目について順位和検定を実施した結果，第 3 項目
（実習への意欲が強くなった），第 6 項目（子どもと一緒に活動することが楽しかった）および
第 7 項目（子どもの前で指導してみたいと思う）について，両項目間で有意な関係が認められた
（順に P＜0.05，P＜0.05，P＜0.001）。それぞれの分割表を，表 1 から表 3 へ示した。




（第８項目） （第９項目） （第 10 項目）
（第 11 項目） （第 12 項目）
（P<0.01, n=146） （P<0.01, n=146） （P<0.01, n=146）
（P<0.01, n=146） （P<0.01, n=146） （P<0.01, n=146）
（P<0.01, n=146） （P<0.01, n=146）








はい 1 3 16 20
いいえ 4 58 64 126








はい 0 1 19 20
いいえ 2 33 92 127





全く思わない あまり思わない 思う とても思う
指導者役
をしたか
はい 0 0 3 17 20
いいえ 1 9 80 37 127
合計 1 9 83 54 147
数値は人数，漸近有意確率　P＜0.001
Ⅳ.　考　　　　　察














安に思う」の割合が 117 人から 90 人へ減少している。
　観察実習は，当科で実施している付属幼稚園での教育実習の中でも，学生および付属幼稚園の
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